
　
勿
論
前
穆
維
の
著
作
た
ろ
本
書
が
現
代
講
評
の
求
む
ろ
如
き
歴
吏
の
性

質
な
完
全
に
有
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
に
確
で
あ
る
。
録
り
も
多
数
の
賎

吏
的
事
件
の
羅
列
が
習
人
為
し
て
却
っ
て
急
信
代
全
慌
の
弛
握
た
妨
げ
て

み
る
、
例
一
へ
ば
櫛
蒙
古
將
田
面
の
甚
・
督
H
数
昏
黄
の
事
件
の
頁
な
維
る
鵡
（
の
協
外
翼

に
に
忽
ち
蒙
古
朝
立
に
於
げ
ろ
幕
強
記
信
仰
の
事
件
が
侮
等
身
絡
な
く
暴

・
げ
ら
れ
て
、
笠
ハ
庭
に
「
少
し
の
親
明
も
興
へ
・
う
れ
．
て
屠
な
い
の
で
・
め
ろ
。
本

書
の
慣
櫨
ば
言
ふ
迄
も
な
く
箏
ろ
其
史
料
と
し
て
吾
人
が
酔
醒
し
得
ろ
上

に
あ
み
。
原
著
が
多
撒
の
シ
り
や
、
ア
ラ
ビ
ヤ
、
波
斯
，
土
罫
古
語
等
の

稀
槻
古
文
書
た
縦
横
に
駆
使
し
糞
博
引
愛
読
の
黙
に
あ
る
。
其
歴
史
事
件

に
封
ず
ろ
緻
密
厳
確
な
考
詮
の
所
以
ぱ
蘭
蓮
の
彼
自
身
の
縫
代
及
原
著
の

序
丈
に
見
ゆ
う
庭
よ
り
し
て
も
容
易
に
了
解
で
き
ろ
9
紅
中
博
士
の
諜
本

も
既
に
定
詐
あ
る
醗
諜
で
深
酔
に
加
へ
て
文
中
の
固
右
名
詞
の
殆
総
て
に
支

那
雨
竜
と
圃
一
の
漢
字
葎
常
て
嵌
め
実
黙
に
観
て
優
れ
う
も
の
で
あ
る
。

從
來
我
國
の
蒙
古
史
研
究
に
論
著
と
課
本
が
必
ず
詑
用
さ
れ
て
元
史
と
共

に
其
諸
史
料
の
根
幹
と
す
ろ
風
の
あ
る
の
も
全
く
其
が
爲
で
あ
っ
て
、
今

新
に
第
ご
部
が
課
雌
さ
れ
、
加
之
課
本
の
み
に
封
ず
る
索
引
が
作
ら
れ
て

野
末
に
附
ゼ
ら
れ
カ
こ
と
採
物
に
准
意
義
な
こ
と
鵡
麟
ほ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
支
那
史
料
の
僅
少
な
る
汗
國
に
閥
し
て
、
詳
細
な
る
記

述
た
な
し
て
居
る
原
著
第
三
・
第
四
部
の
醗
繹
が
浸
入
か
の
手
に
よ
っ
て

　
「
日
も
早
く
嵩
刊
ぜ
ら
れ
ろ
こ
と
が
望
ま
し
い
。
（
七
一
二
四
頁
、
儂
六
．
○

○
、
丸
善
資
萱
）
〔
内
田
〕

⑳
霜
灘

紹

東
洋
史
論
暗

闘

噛

　
東
洋
史
媒
界
の
長
老
市
村
博
士
が
古
稀
に
達
ぜ
ら
れ
六
親
賀
諭
集
で
あ

ろ
。
選
謄
記
念
論
集
に
白
鳥
傅
士
の
な
始
め
多
数
出
穴
が
斗
古
稀
記
念
に

既
な
以
て
特
矢
と
す
る
。
先
に
大
漁
ナ
四
年
白
鳥
薄
士
の
鶴
首
詑
念
論
叢

に
に
湖
糊
官
話
一
㎝
十
五
名
ん
～
数
へ
、
雨
隠
舳
伐
の
A
コ
n
口
で
げ
n
何
れ
～
ち
推
、
し
も
推

さ
れ
も
ぜ
ぬ
大
家
と
し
て
學
界
に
重
き
た
な
し
て
屠
ら
れ
る
が
、
今
画
の

で
面
傷
二
倍
に
近
い
四
十
四
名
に
面
し
、
葱
に
比
－
更
に
ニ
ナ
数
名
の
新

進
た
加
へ
牡
わ
け
で
あ
ろ
Q
市
村
博
士
の
毒
と
典
に
阻
隔
さ
ろ
可
き
學
界

の
慶
事
で
あ
ら
う
Q
さ
れ
ば
本
書
の
紹
介
に
駆
り
て
も
主
に
新
寄
縮
看
を

至
心
と
し
て
筆
か
執
る
事
と
す
る
Q

第
…
に
氣
の
つ
く
は
法
翻
・
維
濟
に
写
す
る
も
の
が
多
い
。
畑
藤
繁
樽
士

『
唐
宋
時
代
の
草
市
及
び
其
の
聚
展
』
青
山
定
男
氏
隅
．
北
朱
の
漕
運
法
に
就

て
』
濱
口
重
臣
氏
『
秦
漢
畔
代
の
織
草
藁
働
に
關
す
る
一
論
題
』
三
島
一
氏

『
庶
朱
時
代
に
於
ろ
貴
族
凝
寺
院
の
経
塔
的
交
渉
に
害
す
る
一
考
察
』
仁
井

田
陞
氏
『
版
宋
臨
代
の
家
族
典
産
と
遺
言
法
』
牧
野
巽
氏
『
永
樂
大
典
本
朱

鷺
部
遺
法
に
因
て
』
溝
水
泰
次
氏
『
明
末
の
藤
津
』
な
ど
が
そ
れ
で
あ
ろ
。

而
し
て
唐
国
時
代
が
特
に
多
い
理
由
ほ
敦
燵
酸
鼻
の
二
丈
書
な
ど
に
刺
戟

さ
れ
糞
遍
い
も
あ
ら
う
が
、
叉
朱
代
は
支
那
に
於
ろ
近
世
的
胱
會
形
態
が

鵬
來
討
つ
力
呼
で
あ
り
、
そ
の
淵
源
か
尋
ね
う
と
ど
う
し
て
も
麿
代
ま
で

遡
ろ
必
要
が
あ
ろ
爲
で
ば
な
か
ら
う
か
。

　
第
二
に
ば
朝
鮮
彌
係
の
も
の
が
多
い
。
稻
葉
岩
古
酒
ま
『
高
麗
岡
維
た

誠
み
て
』
奥
亭
畠
洪
氏
『
朝
鮮
麺
簑
六
型
』
孫
晋
泰
氏
『
長
血
考
』
島
山
喜
一
、

氏
『
鮮
斑
自
衣
考
』
中
村
榮
孝
琢
『
李
剥
臨
代
の
省
画
所
に
就
い
て
』
李
丙
撫

氏
『
班
謂
箕
子
入
條
数
に
就
て
』
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
朝
鮮
に
京
城
大
學

第
十
九
巻
　
策
一
號
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紹

介

な
る
文
化
の
中
心
が
嵩
來
、
又
朝
鮮
轟
身
の
學
徒
が
輩
下
す
る
と
共
に
、

李
朝
實
錐
の
覆
劾
の
畠
百
穴
こ
と
な
ど
の
影
韓
で
も
あ
ら
う
。

　
次
に
考
古
學
で
は
擬
田
耕
作
選
士
慌
欝
と
樫
と
に
就
て
』
原
國
淑
人
氏

『
秦
り
金
人
の
形
燈
に
つ
い
て
』
の
外
、
江
上
波
夫
氏
『
磐
代
の
狩
嶽
・
動
物

の
圃
檬
に
つ
き
て
』
駒
井
和
愛
氏
『
支
那
古
代
の
車
馬
狩
猟
文
に
就
て
』
匡

何
れ
も
ス
キ
タ
イ
文
化
の
旨
旨
で
な
く
支
那
欄
自
の
縫
藩
と
し
て
認
め
よ

う
と
す
る
。
磯
石
誠
彦
氏
『
上
代
支
那
の
亘
驚
説
話
の
由
來
に
就
て
』
が
、

矢
張
支
那
猫
特
の
融
話
に
欝
済
ぜ
し
む
る
と
伺
糠
な
行
・
き
方
で
、
支
那
丈

化
の
趨
原
に
闘
す
る
學
跳
現
今
の
大
勢
で
あ
る
如
く
も
見
ら
れ
る
Q

　
酉
城
關
係
で
に
白
鳥
庫
古
博
士
『
大
秦
の
木
難
糠
と
邸
度
の
如
意
瞭
』
大

谷
勝
前
壷
『
鄭
醤
國
都
考
』
論
評
長
助
或
『
上
代
予
閲
國
の
都
城
の
佳
鷹
に

覧
て
』
松
田
髭
男
氏
『
梓
葉
と
三
者
』
な
ど
が
あ
り
、
相
蔓
ら
す
徴
に
入
り

細
な
穿
つ
☆
精
密
な
考
証
が
試
み
ら
れ
て
み
ろ
。

　
元
代
の
研
究
も
亦
額
不
墾
盛
で
あ
ろ
。
和
田
野
竣
『
北
元
の
帝
系
に
つ

い
て
』
岩
井
大
番
長
『
元
史
に
見
え
六
る
豊
艶
兀
該
に
幽
い
て
』
青
山
公
亮

氏
『
土
古
思
汗
噂
代
り
所
謂
漢
嘗
特
に
行
省
に
麓
い
て
』
少
し
く
趣
に
異
に

す
る
が
、
蟹
田
亨
樽
士
『
謡
講
の
灘
紛
と
い
ふ
名
穗
に
つ
き
て
』
重
松
竣
章

氏
『
初
期
の
白
蓮
教
愈
に
就
恕
』
長
澤
親
矩
薫
辛
『
元
朝
私
刻
本
農
』
な
ど
が

あ
る
。

　
奨
他
患
想
史
的
な
も
の
に
、
版
野
長
八
氏
『
晋
爾
渡
泓
前
に
於
け
ろ
型

通
思
想
の
一
考
察
』
高
田
眞
漕
氏
『
敬
隠
勢
葱
の
獲
生
に
出
す
ろ
考
察
』
な

ど
あ
り
、
日
交
關
係
に
に
秋
山
謙
藏
氏
『
謡
曲
警
急
と
聞
誤
』
田
保
橋
白
鷺

『
琉
球
藩
提
煙
害
事
件
に
冠
す
る
考
察
』
が
あ
る
。

第
十
九
巻
　
第
　
號
　
　
二
〇
二

　
以
上
の
分
類
ば
理
論
的
に
匡
鰹
葎
な
さ
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
現
今
ど
ん

な
羅
が
岡
題
と
さ
れ
つ
・
あ
る
か
を
濯
う
た
め
、
強
ひ
て
試
み
乳
も
の
で

あ
ろ
。
外
に
十
数
篇
の
力
作
が
あ
る
が
翼
標
題
す
ら
魍
愛
ぜ
れ
ば
な
ら
ぬ

の
任
総
覧
で
あ
る
Q
近
頃
雑
誌
に
揚
載
さ
れ
る
論
文
が
次
第
に
長
く
な
ろ

傾
向
が
あ
っ
て
撃
破
に
園
難
た
感
ず
る
が
、
本
書
ば
寸
鐵
的
な
短
篇
が
多

い
の
で
退
屈
煙
す
に
誠
ま
れ
る
。
（
冨
爵
房
嚢
行
。
本
文
一
二
一
四
頁
。

定
償
金
五
園
入
拾
銭
）

圃
民
東
洋
史
大
綱

満
洲
國
歴
史

矢
野
　
仁
一
著

岡

　
売
に
「
近
代
支
那
論
」
「
現
代
支
那
碑
究
」
「
満
洲
に
於
け
る
我
が
特
麩
梅

盆
」
な
ど
で
矢
野
博
士
の
満
蒙
・
圓
・
藏
に
丈
量
本
來
の
領
土
に
非
る
の
論

が
爾
て
か
ら
、
支
那
の
學
潜
逡
に
よ
つ
て
帝
醐
主
義
・
侵
略
主
義
政
策
な

辮
護
す
る
も
の
・
如
く
談
解
さ
れ
衷
そ
の
設
解
存
解
か
ん
が
爲
に
「
満
澱

醗
歴
史
」
が
現
ぼ
れ
六
Q

　
第
一
編
拭
野
洲
た
以
て
支
那
の
一
箪
な
り
と
ず
ろ
國
際
聯
盟
の
糊
黙
の

譲
れ
ろ
奄
正
し
、
之
に
封
ず
る
我
が
外
務
省
の
隷
見
書
の
不
足
葎
輔
瀞
し
、

第
二
編
は
リ
ツ
不
ン
霊
告
書
の
莱
礎
と
な
つ
力
田
虫
ほ
支
那
の
完
全
な
一

部
で
あ
る
と
い
ふ
支
那
の
墨
・
者
の
誰
絶
境
駁
す
る
も
の
で
既
露
礁
4
が
序
論

と
な
り
、
策
一
二
編
…
満
洲
悶
闘
史
梗
概
ほ
職
囲
凹
以
渠
溝
…
凋
の
歴
史
な
蓮
べ
、
以

上
の
所
論
の
根
線
為
嬢
實
庵
あ
げ
て
醗
朋
し
、
侮
鹸
論
と
し
て
第
附
編
湖

洲
國
の
建
國
と
そ
の
使
命
、
第
五
編
曲
…
凋
事
璽
の
核
心
た
論
…
す
・
、
が
附
加

さ
れ
、
最
後
に
著
者
に
、
満
洲
が
支
郷
の
領
土
で
な
い
と
い
ふ
事
ほ
、
霞

に
目
本
の
頒
土
で
あ
る
と
い
ふ
事
で
に
な
く
、
溝
渕
國
の
競
立
に
歴
吏
的
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必
映
…
性
に
從
へ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第
六
編
と
し
て
a
滋
雨
國
ば
満
洲

國
の
猫
立
た
協
力
扶
翼
す
べ
し
と
い
ふ
結
論
が
あ
る
、
こ
れ
が
著
看
の
心

願
な
の
で
あ
ろ
。

　
「
國
駿
東
洋
史
大
綱
し
匡
簿
士
が
申
等
學
校
敏
科
書
に
宛
ん
が
爲
こ
編
纂

さ
れ
距
の
で
あ
る
が
、
六
ケ
敷
逝
ぎ
ろ
と
い
ふ
の
で
軍
な
ろ
一
般
的
護
物

と
し
て
世
に
逡
ら
れ
六
。
博
士
に
に
中
等
歴
史
数
育
に
就
て
、
蜀
特
の
持

論
門
が
二
の
る
O
現
今
直
上
泄
に
．
に
ル
山
徒
に
「
に
眉
間
単
な
も
の
’
心
照
ハ
へ
て
、
融
朕
削
脚
，
が
”

詳
細
な
虎
の
巷
た
兄
て
、
鮪
羅
な
所
へ
い
ろ
い
ろ
な
も
の
な
附
げ
加
入
て

ゆ
く
の
が
教
授
だ
と
思
っ
て
み
る
が
之
ぼ
言
違
ひ
で
あ
る
。
そ
れ
で
汽
教

科
書
な
折
角
鮪
羅
に
し
六
意
義
な
失
び
、
且
ぱ
数
師
が
不
諒
闇
な
ろ
智
識

を
以
て
く
だ
ら
ぬ
藥
葎
詰
込
み
遜
ぎ
る
弊
終
が
あ
ろ
。
寧
ろ
生
徒
に
に
詳

細
な
謹
本
准
授
σ
て
熟
讃
理
解
さ
せ
、
其
申
か
ら
贔
雰
必
要
な
る
暫
識
奄

前
後
脈
絡
さ
ぜ
っ
・
記
憶
ぜ
し
む
是
く
、
教
師
が
特
甥
な
種
本
為
持
つ
な

ら
ば
斯
る
二
三
の
傭
単
な
方
な
持
っ
て
然
る
可
き
で
あ
る
云
云
。

　
硯
今
の
敏
青
に
は
幾
多
の
矛
盾
が
含
ま
れ
て
み
る
。
生
徒
に
に
成
る
可

く
澤
山
譲
記
さ
ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ど
い
ふ
の
が
内
藤
簿
士
の
お
訊
で
あ

っ
六
が
、
學
問
た
す
る
に
に
云
ふ
に
及
ば
す
世
の
中
に
立
っ
て
働
く
に
も
、

少
し
高
等
な
仕
事
に
な
る
と
恐
ら
く
諸
記
力
が
大
切
に
な
っ
て
來
う
に
違

ひ
な
い
Q
現
今
の
中
馨
墨
校
・
高
擦
學
狡
で
に
所
謂
諮
記
物
と
い
ふ
の
が

あ
っ
て
夫
が
納
も
す
れ
ば
輕
親
さ
れ
勝
な
の
に
非
常
に
間
違
っ
て
み
る
。

或
意
昧
か
ら
勤
へ
ば
語
墨
菰
ど
ほ
智
識
で
な
い
。
語
學
だ
け
勉
強
し
て
學

校
た
卒
業
す
る
か
ら
攣
校
上
り
の
無
智
識
階
級
が
禺
現
す
る
が
、
之
低
一

っ
に
に
班
謂
諸
記
物
の
諦
記
の
標
準
が
な
い
爲
で
あ
ら
う
。
矢
野
博
士
の

紹

介

理
解
と
記
憶
を
併
行
魅
し
む
る
新
提
案
ロ
甚
だ
よ
い
着
摂
で
あ
る
が
、
惜

む
ら
く
ば
遽
に
串
鯵
数
科
書
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
。
今
よ
り
　
こ
＋
年

前
那
珂
博
士
の
東
洋
小
史
が
中
等
學
校
用
費
…
科
書
と
し
て
編
ま
れ
て
中
學

校
に
思
ゐ
ら
れ
す
、
而
も
現
今
迄
一
般
戦
闘
書
と
し
て
重
費
が
ら
れ
て
來

釦
。
恐
ら
く
本
書
も
國
民
玉
本
と
し
て
の
新
使
命
な
遽
憾
な
く
果
す
、
・
と

で
あ
ら
づ
。
臨
写
至
る
膀
に
博
士
の
東
洋
臭
に
封
ず
る
欄
特
の
識
見
が
伺

に
れ
ろ
が
、
詠
に
最
近
世
支
那
か
二
心
と
す
る
外
交
闘
乱
、
並
び
に
民
幽

以
後
の
國
情
か
ア
ン
プ
・
ソ
ー
・
デ
ー
ト
に
詰
め
ら
れ
た
も
の
に
外
に
な
い

の
で
最
も
便
利
で
あ
ろ
。

　
博
士
の
爾
著
な
託
に
併
煙
紹
介
す
る
所
以
の
も
の
口
、
爾
書
が
互
に
精

耳
玉
し
て
、
束
庫
の
過
去
煎
に
比
島
に
野
す
ろ
著
港
の
識
見
な
窺
ふ
可
吾
、

も
の
と
信
じ
カ
に
よ
る
℃

　
（
國
民
東
洋
吏
大
綱
　
斑
黒
書
店
嚢
行
、
本
丈
二
〇
三
頁
、
窺
偵
金
嶽
圓

九
鎗
銭
。
満
洲
國
歴
史
同
書
店
直
行
、
四
六
基
本
茎
二
鷲
四
三
、
定
偵

金
試
囮
五
拾
鑓
。
）
〔
以
上
宮
崎
〕

第
†
九
巷
　
第
一
競
　
　
二
〇
三
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